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創
造
的
復
興
の
中
核
に

県
で
は
、
仙
台
空
港
の
滑

走
路
や
ビ
ル
、
駐
車
場
を
民

間
の
柔
軟
な
発
想
で
一
体
的

に
経
営
す
る
こ
と
で
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
国
と

協
力
し
、
民
営
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
旅
客
数
や
貨
物
取
扱
量

を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

空
港
周
辺
地
域
の
活
性
化
を

促
す
狙
い
で
、
来
年
３
月
に

は
民
間
企
業
に
よ
る
運
営
が

開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
回
、
県
の
若
手
職
員
は

ま
ず
、
仙
台
空
港
の
現
状
な

ど
を
取
材
し
、
そ
し
て
低
廉

な
運
賃
で
新
た
な
航
空
需
要

を
創
出
し
て
い
る
格
安
航
空

会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
か
ら
民
営

化
に
対
す
る
期
待
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

国
際
交
流
や
観
光
・
ビ
ジ

ネ
ス
の
拠
点
と
し
て
仙
台
空

港
を
一
層
発
展
さ
せ
、
宮
城

・
東
北
の
創
造
的
復
興
の
中

核
的
な
取
り
組
み
と
な
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
「
復
興
と
創
造
｜
み
や
ぎ
発
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

は
本
年
度
内
に
６
回
の
掲
載
を
予
定
し
、
３
月
ま
で
原
則
と
し

て
第
１
日
曜
日
の
河
北
新
報
に
掲
載
し
ま
す
。
「
空
港
民
営
化

と
国
際
化
」
の
対
談
編
は
３
月
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

企
画
は
河
北
新
報
社
企
画
事
業
部
、
協
力
は
宮
城
県
。

５

東日本大震災からの創造的復興を目指す宮城

県は、その戦略的プロジェクトの一つに仙台空

港の民営化を位置付けている。国は民活空港運

営法に基づき空港の運営を民間委託できるよう

にし、国管理空港第１号として、仙台空港での

民営化実施を決定した。運営事業者の選定を経

て来年春にも民営化が実現する。シリーズ「復

興と創造」の第５回は「空港民営化と国際化」

をテーマに、仙台空港の可能性を探る。宮城県

の若手職員が空港ビルなどを運営する第三セ

クターと、空港活性化の鍵となる格安航空会社

（ ）を取材した。

旅
客
需
要
の
開
拓
鍵
握
る

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

「
地
域
の
拠
点
と
し
て
、
人
を
引
き
付
け
る
施
設
に
な
る

こ
と
が
必
要
」
と
空
港
の
将
来
像
を
語
る
伊
藤
社
長

メ
モ

仙
台
空
港
に
は
現

在
、国
内
線
が
大
阪（
伊
丹
、

関
西
）
、
札
幌
、
福
岡
、
名

古
屋
な
ど

路
線
あ
り
、
１

日

往
復
運
航
。
国
際
線
は

グ
ア
ム
、
ソ
ウ
ル
、
上
海
な

ど
５
路
線
で
、
週

往
復
運

航
。
仙
台
空
港
ビ
ル
は
、
空

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
所
有

し
経
営
す
る
第
三
セ
ク
タ

ー
と
し
て
１
９
７
０
年
設

立
。

東
日
本
大
震
災
で
ビ
ル
１

階
部
分
が
浸
水
し
、
滑
走
路

が
が
れ
き
で
埋
ま
る
な
ど
、

大
き
な
被
害
を
受
け
た
仙
台

空
港
。
震
災
か
ら
間
も
な
く

４
年
が
た
つ
。
今
で
は
施
設

も
完
全
復
旧
し
、
出
発
ロ
ビ

ー
は
旅
立
つ
家
族
連
れ
や
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
ら
で
に
ぎ
わ

う
。
そ
し
て
２
０
１
５
年
度

に
は
国
が
実
施
す
る
民
営
化

を
控
え
、
新
時
代
へ
の
飛
躍

の
時
を
迎
え
て
い
る
。

「
被
災
者
を
勇
気
付
け
る

た
め
に
も
、
仙
台
空
港
は
一

日
も
早
く
復
旧
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
」
。
震
災

直
後
を
こ
う
振
り
返
る
の
は

仙
台
空
港
ビ
ル
株
式
会
社
の

伊
藤
克
彦
社
長

。
仙
台

空
港
は
震
災
か
ら
１
カ
月
後

に
国
内
線
臨
時
便
の
運
航
を

再
開
。
半
年
後
に
は
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
完
全
復
旧
さ

せ
、
国
際
線
の
定
期
運
航
も

再
開
し
た
。

復
興
需
要
に
も
支
え
ら

れ
、
仙
台
空
港
の
利
用
者
数

は
順
調
に
回
復
。

年
度
に

は
６
年
ぶ
り
に
３
０
０
万
人

の
大
台
に
乗
り
、

年
の
年

間
利
用
者
数
も
３
２
１
万
人

と
、
過
去
最
高
の
３
３
８
万

人
（

年
度
）
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
。

現
在
、
利
用
者
増
の
け
ん

引
役
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
の
が
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ

Ｃ
Ｃ
）
だ
。
仙
台
空
港
に
は

年
４
月
、
関
西
空
港
を
拠

点
と
す
る
ピ
ー
チ
・
ア
ビ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
東
北
初
の
Ｌ
Ｃ

Ｃ
路
線
と
し
て
関
西
線
を
開

設
。
１
日
３
往
復
を
就
航
さ

せ
て
い
る
。

仙
台
空
港
の
年
間
利
用
者

数
約
３
０
０
万
人
の
う
ち
、

ピ
ー
チ
な
ど
新
た
に
仙
台
空

港
に
乗
り
入
れ
た
航
空
会
社

の
利
用
者
は
約

万
人
。
仙

台
空
港
ビ
ル
は
、
こ
の
う
ち

万
人
が
既
存
路
線
か
ら
の

乗
り
換
え
客
で
、

万
人
が

女
性
や
学
生
を
主
流
と
し
た

新
規
利
用
者
と
推
測
す
る
。

伊
藤
社
長
は
「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
利
用

者
に
は
節
約
意
識
が
高
い
人

が
多
い
。
今
後
は
こ
う
し
た

人
た
ち
に
も
お
金
を
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
工
夫
が
、

空
港
に
も
地
域
の
観
光
産
業

に
も
求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘

す
る
。

国
際
線
に
目
を
移
す
と
、

仙
台
空
港
に
は
ま
だ
ま
だ
開

拓
の
余
地
が
あ
る
。
日
本
を

訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
昨

年
１
年
間
で
１
３
４
０
万
人

余
り
。
過
去
最
高
と
な
っ
た

が
、
仙
台
空
港
を
利
用
し
、

宮
城
県
や
東
北
を
観
光
し
た

訪
日
外
国
人
は
、
そ
の
１
％

に
も
満
た
な
い
。

今
後
は
、
航
空
会
社
が
路

線
や
便
数
を
自
由
に
決
め
ら

れ
る
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
（
航

空
自
由
化
）協
定
国
が
増
え
、

空
港
の
国
際
競
争
は
激
し
さ

を
増
し
そ
う
だ
。
国
内
の
人

口
が
減
少
す
る
中
で
東
北
へ

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人

客
誘
致
）
を
進
め
る
た
め
に

も
、
民
営
化
後
の
仙
台
空
港

を
起
点
と
し
た
広
域
観
光
ル

ー
ト
設
定
や
空
港
自
体
の
集

客
力
を
高
め
る
た
め
の
魅
力

づ
く
り
は
、
宮
城
県
、
東
北

に
と
っ
て
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
。

伊
藤
社
長
は
空
港
活
性
化

の
例
と
し
て
、
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
大
型
商
業
施
設
化
や
国
際

的
な
会
議
、
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
で
き
る
施
設
と
の
一
体
整

備
な
ど
を
挙
げ
、
「
空
港
自

体
が
、
い
か
に
旅
客
の
需
要

を
開
拓
で
き
る
か
が
民
営
化

成
功
の
鍵
を
握
る
だ
ろ
う
」

と
強
調
し
て
い
る
。

（
宮
城
県
統
計
課
主
事
・
千

葉

芳
裕
）

利
用
者
数
が
回
復
し
、
に
ぎ
わ
う
仙
台
空
港
。
仙
台
・
宮

城
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
む
す
び
丸
」
も
定
期
的

に
応
援
に
駆
け
付
け
る

千葉芳裕主事

小松みか主事

価
格
と
安
全
潜
在
層
発
掘

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

独
特
の
塗
装
を
施
し
た
ピ
ー
チ
の
旅
客
機
が
目
立
つ
関
西

国
際
空
港
の
第
２
タ
ー
ミ
ナ
ル
付
近

「
低
運
賃
で
も
信
頼
さ
れ
る
航
空
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
た
い
」

と
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
目
指
す
井
上
Ｃ
Ｅ
Ｏ

仙
台
空
港
を
飛
び
立
っ
た

桃
色
の
機
体
が
、
関
西
空
港

（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）
の
滑

走
路
に

い
降
り
た
。
「
今

日
は
ほ
ん
ま
、お
お
き
に
」。

関
西
弁
の
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
は
笑
顔
で
乗
客
を
見

送
る
。
一
人
旅
の
若
い
女
性

や
家
族
連
れ
、高
齢
の
夫
婦
。

さ
ま
ざ
ま
な
客
層
の
旅
行
者

は
、
足
取
り
も
軽
く
空
港
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
後
に
し
た
。

関
西
空
港
に
拠
点
を
置
く

格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

の
ピ
ー
チ
・
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ

ン
（
ピ
ー
チ
、
大
阪
府
泉
佐

野
市
）
が
仙
台
｜
関
西
線
を

開
設
し
て
、
４
月
で
２
年
に

な
る
。
同
社
は
、
東
北
の
拠

点
空
港
で
あ
る
仙
台
空
港
へ

の
就
航
構
想
を
当
初
か
ら
持

っ
て
い
た
が
、
時
期
を
同
じ

く
し
て
東
日
本
大
震
災
が
発

生
。
復
興
支
援
の
意
味
も
込

め
て
路
線
開
設
準
備
を
急
い

だ
と
い
う
。

片
道
４
０
０
０
円
台
（
仙

台
｜
関
西
）か
ら
利
用
で
き
、

「
空
飛
ぶ
電
車
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
掲
げ
る
ピ
ー
チ
。
効

率
的
な
機
材
運
営
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
シ
ス

テ
ム
、
自
動
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

機
の
導
入
な
ど
で
徹
底
し
た

省
力
化
を
図
り
、
こ
れ
ま
で

に
な
く
低
廉
な
運
賃
で
の
運

航
を
可
能
に
し
て
い
る
。

一
方
で
、
同
社
が
重
視
す

る
の
が
安
全
と
定
時
運
航
。

使
用
機
材

機
を
全
て
新
造

機
に
し
て
い
る
の
も
そ
の
一

環
で
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営

責
任
者
）
の
井
上
慎
一
氏

は
「
安
か
ろ
う
悪
か
ろ

う
で
は
意
味
が
な
い
。
安
く

て
も
安
全
で
便
利
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
の
が
私
た
ち

の
使
命
」
と
強
調
す
る
。

ピ
ー
チ
の
試
み
は
、
東
北

で
も
航
空
旅
客
の
潜
在
需
要

を
掘
り
起
こ
し
た
。
単
身
赴

任
の
家
族
を
頻
繁
に
訪
問
、

介
護
の
た
め
に
帰
省
、
気
軽

な
京
都
散
策
。
特
に
仙
台
線

は
復
興
支
援
に
携
わ
る
人
の

利
用
も
多
く
、
井
上
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
「
非
日
常
的
な
乗
り
物
の

印
象
が
あ
っ
た
飛
行
機
が
、

日
常
生
活
の
延
長
で
利
用
さ

れ
る
動
き
が
急
速
に
拡
大
し

て
き
た
」
と
確
か
な
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
。

ピ
ー
チ
は
現
在
、
早
朝
出

発
便
の
た
め
に
航
空
機
を
夜

間
駐
機
さ
せ
る
拠
点
化
を
、

関
西
以
外
で
は
那
覇
で
実

施
。
首
都
圏
の
空
港
以
外
で

の
拠
点
化
も
検
討
し
て
お

り
、
仙
台
空
港
も
そ
の
候
補

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
同
社
に
と
っ
て
も
、
仙

台
空
港
民
営
化
の
成
否
は
、

業
績
を
左
右
す
る
重
要
な
関

心
事
だ
。

井
上
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
民
営
化
に

期
待
す
る
施
策
と
し
て
、
運

用
時
間
の
拡
大
や
空
港
ア
ク

セ
ス
の
強
化
な
ど
を
挙
げ
、

「
空
港
運
営
会
社
と
航
空
会

社
は
、
お
互
い
に
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
連
携
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
利
用
者
を
さ

ら
に
増
や
し
、
航
空
の
総
需

要
を
拡
大
し
た
い
」
と
い
う

同
社
の
意
欲
を
ど
う
支
援

し
、
空
港
の
発
展
や
宮
城
・

東
北
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
。
民
営
化
後
の
仙

台
空
港
に
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
各
社

の
大
胆
な
発
想
に
も
負
け
な

い
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

（
宮
城
県
防
災
砂
防
課
主
事

・
小
松

み
か
）

メ
モ

ピ
ー
チ
・
ア
ビ
エ

ー
シ
ョ
ン
は
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
な
ど
が
出
資

し
、
日
本
初
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
と
し

て
設
立
。２
０
１
２
年
３
月
、

関
西
｜
新
千
歳
、
関
西
｜
福

岡
の
２
路
線
を
皮
切
り
に
運

航
を
始
め
た
。
国
内
線
は
現

在
、
那
覇
、
長
崎
、
松
山
、

鹿
児
島
な
ど
に
拡
大
し
、

路
線
を
運
航
。
国
際
線
は
関

西
、
那
覇
と
台
北
な
ど
を
結

ぶ
６
路
線
を
運
航
。
従
業
員

約
７
０
０
人
。

平成２７年( 年)２月１日(日曜日) (１８)平成２７年( 年)２月１日(日曜日) (１８)

(C)河北新報社


